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住みやすいまち実現のため　議会でチェック
～総務厚生・産業建設文教
　両常任委員会で所管事務調査を実地～

正しく予算が使われたか　108億円の決算を審議
～決算審査特別委員会で審査～

平成２６年９月定例会

平成26年10月臨時会

町政を問う! 一般質問
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大 空 町 検 索

●東藻琴地区の地域振興施設調査設計委託料の補正など

●電力料金再値上げの撤回を求める要望意見書　など

議会広報モニターさんと意見交換
「町民の声」渡辺 晃義さ　　んより

3名の議員が登壇

平成26年（2014年）11月14日発行 34号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成26年９月 定例会

（10月19日  輝農祭 道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」）
有機農法で育てたカボチャ、おいしいよ！

特集

・土砂災害の対策は
・地域振興施設の今後の進め方はどうするか
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか１件
・農業・農村多面的機能支払交付金事業の取組みと
　効果は



23 大空町議会だより　第34号（平成26年11月）大空町議会だより　第34号（平成26年11月）
Ｑ　所管事務調査とは？
　議会が自主的に常任委員会の所管する事務を取り上げ、積極的に調査す るもの。委員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
住みやすいまち実現のため 議会でチェック！

◆
女
満
別
研
修
セ
ン
タ
ー

（
巴
沢
）
な
ど
町
内
の
遊
休

施
設
等
の
現
状

●
老
朽
化
が
顕
著
な
施
設
に

つ
い
て
は
早
急
に
解
体
す
べ

き
で
は
。

◆
宅
地
の
造
成
分
譲
予
定
地

（
昭
和
定
住
団
地
・
総
合
支

所
南
側
定
住
団
地
）
の
確
認

●
昭
和
の
予
定
地
に
つ
い
て
、

周
辺
の
景
観
を
悪
く
し
な
い

よ
う
、
草
刈
り
等
の
整
備
を

し
た
方
が
い
い
の
で
は
。

◆
東
藻
琴
地
区
の
中
央
さ
く

ら
団
地
建
設
後
の
確
認

●
入
居
者
の
状
況
、
住
宅
使

用
料
、
他
の
公
営
住
宅
の
入

居
率
な
ど
を
確
認
し
た
。

◆
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
ひ
か
り
館
）
の
増

設
及
び
整
備
状
況

●
施
設
の
現
状
、
入
居
者
の

状
況
、
増
築
の
概
要
な
ど
を

確
認
し
た
。

●
新
館
が
完
成
し
た
ら
内
部

を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

◆
ご
み
処
理
施
設
（
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
、
一
般
廃
棄

物
焼
却
処
理
施
設
）
の
現
状

【
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
】

・
施
設
稼
働
時
間
外
に
開
放

す
る
資
源
物
保
管
庫
に
つ
い

て
、
資
源
物
以
外
の
ご
み
が

搬
入
さ
れ
た
り
、
分
別
が
守

ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
て
、
対
策
が
必
要
。

●
資
源
ご
み
の
処
理
ル
ー
ト

や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
施
設

の
状
況
も
含
め
て
確
認
し
た
。

【
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
】

・
施
設
に
よ
る
環
境
に
対
す

る
影
響
は
な
い
。

・
ご
み
の
分
別
や
破
砕
処
理

の
徹
底
な
ど
、
埋
め
立
て
る

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
施

設
の
延
命
化
の
対
策
が
必
要
。

●
約
７
年
で
埋
立
地
が
満
杯

と
な
る
見
込
み
と
い
う
こ
と

で
、
次
の
場
所
を
検
討
し
た

方
が
い
い
の
で
は
。

◆
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ち
あ
ふ
る
」
の
運
営
状
況

・
平
成
26
年
８
月
末
で
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
９
名
定
員
の

と
こ
ろ
９
名
が
入
所
し
て
い

る
。

・
今
後
の
課
題
と
し
て
、
人

材
育
成
や
人
材
の
確
保
、
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
の
創

設
検
討
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

事
業
の
拡
大
な
ど
、
内
部
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

●
増
床
に
つ
い
て
、
す
ぐ
や

る
と
い
う
考
え
は
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
現
場
側
と
行
政

側
で
十
分
検
討
し
て
ほ
し
い
。

造成分譲される予定地の状況を確認しました。　
（昭和定住団地）

野球場整備内容の確認及び現地確認を行いました。

リサイクルセンター内の作業を見学しながら、現
状と課題について説明を受けました。 

朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の直営方式による管
理状況及びコースレイアウトの説明を受けました。

◆
女
満
別
運
動
公
園
の
遊
具

の
現
状
と
改
修
計
画

・
今
年
度
中
に
今
あ
る
遊
具

を
撤
去
、
一
部
の
遊
具
を
新

た
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
斜

面
を
利
用
し
た
遊
具
の
設
置

の
た
め
、
盛
り
土
を
す
る
。

◆
女
満
別
運
動
公
園
野
球
場

の
整
備
内
容

・
観
客
席
は
１
塁
側
と
３
塁

側
を
固
定
席
、
外
野
は
芝
で

検
討
し
て
い
る
。

●
今
回
改
修
し
た
ら
30
年
40

年
は
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
電
光

掲
示
板
に
し
た
ら
ど
う
か
。

◆
町
内
の
街
灯
エ
コ
化
状
況

・
女
満
別
地
区
20
箇
所
、
東

藻
琴
地
区
29
箇
所
の
街
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
て
い
る
。

・
エ
コ
化
率
は
今
年
改
修
し

た
分
を
含
め
約
26
％

◆
東
藻
琴
相
撲
場
の
建
設
状

況・
土
間
の
土
俵
、
壁
に
化
粧

板
、
天
井
に
格
子
状
の
化
粧

板
を
設
置
。

・
シ
ャ
ワ
ー
室
は
な
い
が
、

足
洗
い
場
が
あ
る
。

◆
朝
日
ヶ
丘
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
管
理
状
況
及
び
コ

ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト

・
前
年
度
比
で
あ
る
が
、
利

用
者
数
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

収
入
は
増
え
て
い
る
。

・
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ

い
て
は
、
傾
斜
の
多
い
Ｃ
・

Ｄ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点

を
駐
車
場
側
に
し
、
傾
斜
の

解
消
を
検
討
し
て
い
る
。

・
花
卉
公
園
を
活
用
し
、
９

コ
ー
ス
を
増
設
す
る
。

◆
教
育
文
化
会
館
の
改
修
工

事
及
び
整
備
内
容

・
天
井
す
べ
て
張
り
替
え
、

反
響
板
ラ
イ
ト
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

外
壁
タ
イ
ル
修
繕
、
控
室
・

会
議
室
・
ト
イ
レ
の
改
修
な

ど●
全
体
的
に
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
を
す
る
。

◆
藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
の

管
理
状
況

・
芝
桜
ま
つ
り
入
園
者
（
８

月
末
）
が
8
3
、
4
5
8
人

（
前
年　
7
5
、4
1
4
人
）

・
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
時
期
の
出
荷
を
目

指
し
、
９
月
５
日
か
ら
定
植

を
開
始
し
て
い
る
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

　９月４日に総務厚生常任委員会、９月５日
に産業建設文教常任委員会が、それぞれ所管
する事務の中から今チェックすべき施設等を
調査しました。その内容について主なものを
お知らせします。
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　９月17日から18日まで開催した第３回定例会におい
て、平成25年度の決算審査は、特別委員会を設置して
審査することとし、松田信行議員が委員長に選出され、
10月21日に開催した決算審査特別委員会にて審議しま
した。
　すべて原案のとおり認定し、12月定例会において委
員長から報告を行います。

平成25年度の決算を認定（全委員が賛成）

平成25年度大空町一般会計・特別会計決算額及び実質収支

会　　計　　名 25年度　予算額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 84億6176万円 83億2763万円 82億521万円 １億2242万円

特
　
　
　別
　
　
　会
　
　
　計

国民健康保険事業
特 別 会 計 11億6475万円 11億6010万円 11億3764万円 2246万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 1億193万円 1億154万円 1億154万円 0万円

介護保険事業勘定
特 別 会 計 6億7035万円 6億5380万円 6億5237万円 143万円

介護サービス事業勘定
特 別 会 計 845万円 854万円 836万円 17万円

簡易水道事業特別会計 3億4184万円 3億4197万円 3億3892万円 305万円

下水道事業特別会計 3億6242万円 3億6263万円 3億5606万円 657万円

個別排水処理事業
特 別 会 計 2870万円 2866万円 2777万円 89万円

各　会　計　　合　計 111億4019万円 109億8486万円 108億2787万円 1億5699万円

　※千円以下、小数点第三位以下を四捨五入して表記しています。

　平成25年度の一般会計と特別会計を合算した決算額は、歳入は109億8486万円、歳出は108億2787万円
で、形式収支は１億5699万円の黒字となりました。
　一般会計の歳入では、町税が前年と比較して2411万円の増となっており、主な要因は町民税や固定資
産税の収納額の増となったことによります。
　歳出では、公債費が増加しているものの、人件費が１億401万円減少しております。

自主財源 20.2%

依
存

財
源

　79.8%

総務費　11億8457万円（14.4％）

土木費
　7億8263万円
　（9.5％）

消防費
　3億5732万円
　（4.3％）

公債費（借入金返済）
　15億5707万円
　（19.0％）

災害復旧費
　1734万円（0.2％）

職員給与費
10億8225万円
（13,2％）

教育費
　9億3190万円
　（11.3％）

商工費
1億5356万円
（1.9％）

労働費
　1395万円（0.2％）

農林水産費
　6億4636万円
　（7.9％）

衛生費
　5億4677万円（6.7％）

民生費　8億7599万円（10.7％）

歳入総額
83億2763万円

国や道の補助金　10億3116万円（12.4％）

その他の交付金など
　3億5075万円（4.1％）

町債（借入金）
8億2859万円
（10.0％）

地方交付税　44億3422万円
（53.3％）

使用料・繰越金など
　7億484万円
　（8.5％）

町民税・固定資産税など
　9億7806万円
（　11.7％）

議会費　5549万円（0.7％）

歳出総額
82億521万円

一般会計決算

一般会計 82億円
特別会計 26億円
一般会計 82億円
特別会計 26億円
一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円一般会計 82億円
正しく予算が使われたか

各会計総額
の事業の
取り組みを審議

平
成
25
年
度
決
算 108 取り組みを審議取り組みを審議

億
円

松　田　信　行 委員長
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農家さんの協力による貴重な農業体験

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
状
況
を
見
る
と
、
前
年
度
に
比
べ
、

歳
入
は
０
・
２
％　
1
6
4
6
万
円
の
増
、

歳
出
は
０
・
６
％　
4
6
2
7
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
黒
字
で
あ
る
。

ま
た
、
財
務
分
析
の
計
数
も
前
年
度
よ
り

好
転
が
見
ら
れ
、
長
期
計
画
に
基
づ
い
た

財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
判
断

さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
今
後
、

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
が
必

要
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
効
率
的
な
経
費

負
担
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
求
め
ら
れ
る
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
町
民
と

と
も
に
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

監  査  委  員  の  意  見

代表監査委員
近　藤　克　郎 氏

平成25年度の決算における財政指標
項　　目 説　　　　明 平成25年度 平成24年度

財政力指数
（３か年度平均）

自治体の財政力上の能力を示す指数。１に近いほど財政
力が強いと判断される。

0.239 0.239

経 常 収 支 比 率
経常的に支払わなければならない経費に、経常的に収入
できる財源を使っている割合。町の財政の柔軟性を示す
指数。７０％以内が望ましいとされる。

82.1％ 83.7％

実質公債費比率
自治体の借入金の返済額の大きさを、その自治体の財政
規模に対する割合で表したもの。

14.5％ 14.8％

将 来 負 担 比 率
借入金（地方債）など、現在抱えている負債の大きさを、
その自治体の財政規模に対する割合で表したもの。

5.7％ 22.5％

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

【
歳
入
】

町
営
住
宅
使
用
料

（
9
2
5
8
万
円
）

　
　
　
　
　
予
算
額
と
調
定

額
に
こ
れ
だ
け
の
差
が
あ

る
理
由
は
何
か
。
ま
た
収

入
未
済
額
が
調
定
額
に
対

し
12
％
あ
る
が
ど
う
思
う

か
。

　
　
　
　
　
予
算
額
は
収
入

と
し
て
見
込
め
る
も
の
で
、

調
定
額
は
実
際
に
使
用
料

と
し
て
か
か
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
調
定
額
で
も
っ

て
収
入
に
な
ら
な
か
っ
た

も
の
が
収
入
未
済
と
な
る
。

　
　
　
　
　
未
済
額
で
あ
る

が
固
定
化
さ
れ
て
い
て
、

個
人
や
連
帯
保
証
人
に
折

衝
し
て
地
道
に
徴
収
に
あ

た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
住
宅
使
用
料
は

簡
単
に
滞
納
処
分
で
き
な

い
と
思
う
が
。

☆
一
般
会
計
☆

田
中
委
員

総
務
課
長

住
民
課
長

田
中
委
員

　
　
　
　
　
徴
収
管
理
を
厳

重
に
行
い
、
確
固
た
る
徴

収
体
制
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

女
満
別
高
等
学
校
寄
宿
舎
使

用
料
（
3
4
6
万
円
）

　
　
　
　
　
女
満
別
高
等
学

校
寄
宿
舎
使
用
料
の
収
入

未
済
が
３
件
、
ま
た
寄
宿

舎
の
給
食
費
が
４
件
未
済

と
あ
る
が
ど
う
い
う
状
況

か
。

　
　
　
　
　
　
　
入
居
説
明

会
を
開
き
、
料
金
等
了
解

を
経
た
上
で
入
居
の
手
続

き
を
と
っ
て
い
る
。
未
納

の
方
は
家
族
的
に
収
入
が

滞
る
状
況
で
あ
る
が
、
個

々
に
訪
問
し
て
早
期
に
納

め
て
も
ら
う
よ
う
話
を
し

て
い
る
。

資
源
物
売
払
代

（
3
7
4
万
円
）

　
　
　
　
　
資
源
物
売
払
代

の
収
入
未
済
が
あ
る
が
ど

う
い
う
事
情
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
今
年
の
３
月
末

ま
で
資
源
物
の
回
収
業
者

住
民
課
長

品
田
委
員

生
涯
学
習
課
長

品
田
委
員

住
民
課
長

と
、
空
き
缶
・
紙
・
一
升

瓶
等
の
売
却
金
の
売
払
い

を
し
て
収
入
を
す
る
と
い

う
契
約
を
し
て
い
た
が
、

３
月
分
の
対
価
物
を
引
き

渡
し
て
い
た
が
、
そ
の
業

者
か
ら
収
入
が
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
町
外
の

業
者
だ
が
、
催
告
、
そ
れ

か
ら
担
当
者
も
実
際
に
訪

問
を
し
て
い
る
。
４
月
以

降
は
町
内
の
新
た
な
業
者

に
変
更
し
て
お
り
未
納
は

な
い
。

一
般
寄
附
金（
8
1
8
万
円
）

　
　
　
　
　
今
年
度
実
績
が

落
ち
て
い
る
が
、
そ
の
辺

の
精
査
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
最
近
で
は
各
市

町
村
で
ふ
る
さ
と
納
税
に

特
典
を
付
け
た
取
組
み
が

多
い
。
役
場
の
若
い
職
員

が
集
ま
り
意
見
を
出
し
た

り
し
て
お
り
、
そ
れ
も
踏

ま
え
、
当
町
で
も
町
の
Ｐ

Ｒ
も
含
め
て
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
性
化
に
努
め
て
い

き
た
い
。

品
田
委
員

住
民
課
長

教
員
住
宅
貸
付
料

（
6
3
1
万
円
）

　
　
　
　
　
先
生
方
、
ど
う

い
う
理
由
で
滞
納
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
名
の
方
、

一
般
の
方
が
こ
の
住
宅
に

住
ま
わ
れ
て
お
り
、
未
納

通
知
等
、
少
し
ず
つ
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先

生
方
の
滞
納
で
は
な
い
。

女
満
別
小
学
校
整
備
事
業
債

（
8
0
0
万
円
）

　
　
　
　
　
資
料
に
は
8
0

0
万
と
あ
る
が
、
説
明
で

は
8
5
0
万
と
聞
こ
え
た

が
。

　
　
　
　
　
女
満
別
小
学
校

の
改
築
に
伴
う
整
備
事
業

債
を
予
算
の
中
で
8
5
0

万
と
予
定
し
て
い
た
が
、

歳
出
事
業
で
事
業
内
容
の

精
査
や
入
札
執
行
残
等
に

よ
り
歳
出
額
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
り
、
地
方
債
に

つ
い
て
も
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

齋
藤
委
員

生
涯
学
習
課
長

齋
藤
委
員

総
務
課
長

【
歳
出
】

障
害
者
福
祉
職
親
事
業

（
52
万
円
）

　
　
　
　
　
実
際
に
こ
の
事

業
に
よ
り
雇
用
に
つ
な
が

っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
現
在
両
地
区
の

福
祉
会
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名

ず
つ
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園

の
イ
チ
ゴ
の
収
穫
、
東
藻

琴
の
農
家
な
ど
で
果
樹
の

収
穫
を
し
て
い
る
と
、
た

だ
実
際
に
就
職
に
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
こ
の
訓
練
を
通
じ

上
地
委
員

福
祉
課
長

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な

体
制
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

問
題
点
が
あ
る
か
、
調
査

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

（
2
0
1
万
円
）

　
　
　
　
　
こ
の
事
業
の
中

で
結
婚
相
談
業
務
委
託

（
１
名
）
、
こ
れ
に
1
2

0
万
円
と
あ
る
が
、
委
託

先
と
、
実
際
に
結
婚
に
至

っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
。

　　
　
委
託
先
は
元
町
職
員
の

上
地
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局
長

平成25年度末　基金（＝町の貯金）と町債（＝町の借入金）残高

平成25年度末 平成24年度末 対前年度比増減額

（町民一人当たりの額） （町民一人当たりの額） （増減比率）

基　　金
（＝町の貯金）

43億2986万円 38億3982万円 ＋　4億9004万円

（約56万円/人） （約48万円/人） （＋12.76％）

町　　債
（＝町の借入金）

114億893万円 119億6569万円 △　5億5676万円

（約147万円/人）（約151万円/人） （△　4.65％）

※注１） 「基金」の額は、運用基
金である奨学基金を除い
た額、「町債」の額は、一
般会計分の額です。

※注２） 町民一人当たりの額は、
各年度の３月末現在の人
口をもとに算出しました。

　　　　⇒ 平成24年度末人口：
7,920人

　　　　　平成25年度末人口：
7,780人



89 大空町議会だより　第34号（平成26年11月）大空町議会だより　第34号（平成26年11月）

方
に
業
務
委
託
と
い
う
形

で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
は
美
幌
町
・
津
別
町

と
３
町
で
ふ
れ
あ
い
ツ
ア

ー
を
行
い
、
当
町
で
は
男

性
が
４
名
参
加
し
、
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
と
な
っ
た
方
が

２
組
お
り
、
そ
の
内
の
１

組
が
結
婚
ま
で
至
っ
て
い

る
。

異
業
種
交
流
事
業（
28
万
円
）

　
　
　
　
　

３
月
29
日
に
30

名
で
交
流
を
行
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
研
修
内

容
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度

で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、

町
内
に
勤
め
る
同
世
代
の

若
者
が
集
ま
る
と
い
う
こ

と
で
、
友
達
作
り
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う

こ
と
も
含
め
、
出
会
い
の

場
を
提
供
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事

業
（
6
4
3
万
円
）

　
　
　
　
　
こ
の
装
置
を
購

入
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う

な
世
帯
な
の
か
。
町
が
全

額
負
担
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
現
在
1
0
6
世

帯
の
方
に
貸
付
け
を
し
て

上
地
委
員

産
業
課
参
事

田
中
委
員

福
祉
課
長

に
隣
接
し
て
い
て
い
い
の

だ
が
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が

狭
い
な
ど
の
声
が
あ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
調
査

を
し
た
の
か
、
そ
れ
を
受

け
て
今
後
ど
う
方
向
性
を

示
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
施
設
の
利
用

希
望
、
必
要
量
の
調
査
を

し
、
計
画
の
策
定
に
向
け
、

町
と
し
て
必
要
な
事
業
は

何
か
を
詰
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
（
1
1
6
7
万
円
）

　
　
　
　
　
東
藻
琴
地
区
を

含
め
、
ま
だ
未
設
置
の
個

数
は
い
く
ら
か
。
現
在
の

進
捗
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
町
内
の
下
水
道

区
域
外
の
世
帯
数
が
25
年

度
末
で
6
3
0
世
帯
、
そ

の
内
浄
化
槽
設
置
世
帯
が

4
3
9
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
設
置
補
助

金
を
計
上
し
促
進
し
て
い

き
た
い
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
策
定
事

業
（
4
5
6
万
円
）

　
　
　
　
　
計
画
策
定
が
87

福
祉
課
長

沢
出
委
員

建
設
課
長

沢
出
委
員

お
り
、
昨
年
は
37
台
購
入

し
て
更
新
を
し
て
い
る
。

対
象
者
は
、
１
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
等
で
概
ね
65
歳

以
上
の
方
、
一
人
暮
ら
し

で
突
発
的
に
生
命
に
危
険

な
症
状
が
発
生
す
る
持
病

を
有
す
る
方
、
な
ど
で
あ

る
。
設
置
費
用
は
町
で
購

入
し
負
担
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
将
来
的
に
ひ
と

り
親
世
帯
に
拡
大
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
今
現
在
で
は
65

歳
以
上
の
方
、
一
人
暮
ら

し
で
行
動
が
困
難
な
方
、

と
い
う
こ
と
で
限
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

野
菜
粉
砕
機
整
備
事
業
補
助

金
（
8
0
0
万
円
）

　
　
　
　
　
ど
う
い
う
事
業

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ

ク
網
走
で
実
施
し
た
事
業

で
、
長
い
も
の
選
科
等
に

よ
り
排
出
さ
れ
る
農
産
物

残
さ
を
効
率
的
に
粉
砕
し

て
、
よ
り
早
く
堆
肥
化
す

る
と
い
う
こ
と
で
機
械
を

導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
費
は
約
1
8
0
0
万

円
で
１
／
２
補
助
で
あ
る

田
中
委
員

福
祉
課
長

田
中
委
員

産
業
建
設
課
長

橋
と
あ
る
が
、
町
全
体
分

で
あ
る
の
か
、
計
画
策
定

の
根
拠
は
、
結
果
と
し
て

何
年
計
画
で
修
繕
を
実
施

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
87
橋
は
25
年

度
の
計
画
策
定
数
で
、
全

体
と
し
て
は
1
3
4
橋
で

あ
る
。
点
検
を
23
・
24
年

に
実
施
し
、
国
が
示
す
要

領
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定

し
た
。
約
10
年
間
の
予
定

で
、
再
度
点
検
を
実
施
し

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 

診
断
の
終
わ

っ
た
橋
梁
な
ど
、
日
頃
の

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
降
雨
や
地
震

な
ど
、
事
象
に
沿
っ
た
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
橋

梁
だ
け
で
な
く
、
道
路
の

法
面
を
含
め
て
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
た
い
。

新
た
な
決
算
資
料
の
追
加

　
　
　
　
　
今
回
か
ら
「
個

人
町
民
税
の
課
税
状
況
」

の
資
料
が
追
加
さ
れ
た
が
、

こ
の
資
料
か
ら
何
が
読
み

取
れ
る
か
。

建
設
課
参
事

沢
出
委
員

建
設
課
参
事

☆
総
括
質
疑
☆

品
田
委
員

が
、
若
干
補
助
率
が
薄
め

ら
れ
8
0
0
万
円
の
補
助

と
な
っ
て
い
る
。

町
民
会
館
整
備
事
業

（
3
9
3
4
万
円
）

　
　
　
　
　
公
民
館
も
入
る

と
思
う
が
、
こ
の
整
備
に

は
期
間
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
期
間
は
設
け
て

い
な
い
。
地
域
の
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
重
要

な
会
館
な
の
で
、
施
設
の

老
朽
化
な
り
利
用
に
支
障

が
出
た
場
合
は
修
繕
を
し

て
対
処
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
私
た
ち
の
地
域

で
も
公
民
館
が
あ
る
が
、

男
性
の
ト
イ
レ
が
和
式
の

ま
ま
で
、
お
年
寄
り
が
膝

を
ま
げ
て
痛
い
と
い
う
声

が
あ
る
の
で
、
洋
式
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

今
後
も
改
善
す
べ
き
点
を

調
査
し
て
検
討
し
た
い
。

企
業
振
興
促
進
補
助
金

（
2
5
6
9
万
円
）

　
　
　
　
　
こ
の
補
助
金
の

目
的
と
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
事
業
の
経
緯

と
し
て
は
ま
ち
づ
く
り
の

田
中
委
員

住
民
課
長

田
中
委
員

住
民
課
長

原
本
委
員

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
町
の
貴
重
な
財

源
で
あ
る
税
金
の
流
れ
が

見
え
て
く
る
資
料
で
あ
り
、

町
の
姿
が
わ
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

主
要
な
施
策
の
成
果
を
説
明

す
る
書
類

　
　
　
　
　
事
業
調
べ
の
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
で
歳
出
が

中
心
で
あ
り
、
歳
入
と
い

う
側
面
が
抜
け
て
い
る
の

で
は
。

　
　
　
　
　
今
後
記
載
内
容

に
つ
い
て
は
改
善
で
き
る

も
の
は
改
善
し
て
い
き
た

い
。

職
員
の
人
数

　
　
　
　
　
最
終
的
に
1
3

2
人
が
目
標
と
あ
る
が
、

急
に
職
員
が
辞
め
た
と
か
、

グ
ル
ー
プ
制
を
し
て
い
る

効
果
と
い
う
か
一
職
員
が

頑
張
っ
て
い
る
の
が
見
て

取
れ
る
が
、
今
後
の
職
員

数
が
1
3
2
人
で
い
い
の

か
ど
う
か
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
当
分
の
間
、
職

員
数
を
1
3
2
人
を
超
え

た
人
数
で
業
務
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
28
年

度
以
降
は
新
た
に
計
画
を

作
成
し
、
職
員
の
適
正
化

住
民
課
長

品
田
委
員

総
務
課
長

齋
藤
委
員

総
務
課
長

発
展
・
振
興
を
図
り
雇
用

機
会
の
拡
大
を
図
る
観
点

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
、
具
体
的
に
は
工
場

や
研
修
施
設
な
ど
の
新
設

に
対
し
固
定
資
産
税
相
当

額
を
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
町
に
対
し
て
滞

納
等
が
あ
れ
ば
対
象
と
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
い

い
か
。

　
　
　
　
　
　
指
定
に
あ
た

り
滞
納
状
況
の
調
査
も
し

て
い
る
。

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業

（
4
5
2
万
円
）

　
　
　
　
　
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
将
来
的

に
継
続
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
1
0
0
円
を
超

え
る
価
格
帯
に
な
っ
て
お

り
、
各
世
帯
に
負
担
を
生

じ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
考
え
、
現
在
ど
の
よ

う
な
方
法
が
い
い
か
検
討

し
て
い
る
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

（
1
2
9
万
円
）

　
　
　
　
　
東
藻
琴
の
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
は
図
書
館

原
本
委
員

総
務
課
参
事

原
本
委
員

福
祉
課
長

沢
出
委
員

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

歳
出
の
不
用
額

　
　
　
　
　
歳
出
の
不
用
額

が
大
き
い
と
思
う
が
、
現

行
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
最
終
の
補
正
予

算
を
１
月
に
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
ま
だ
２
カ
月
執

行
期
間
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
精
査
し
な
が
ら
多
額
の

金
額
が
残
ら
な
い
よ
う
、

減
額
補
正
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
の
問
題
点
は

　
　
　
　
　
17
施
設
６
課
に

渡
り
指
定
管
理
を
さ
れ
て

い
る
が
、
現
行
で
問
題
点

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
指
定
管
理
で
受

託
業
者
に
任
せ
き
り
で
、

町
と
し
て
の
関
わ
り
を
少

な
く
し
た
の
で
は
と
い
う

指
摘
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

反
省
を
受
け
、
現
在
は
町

と
指
定
管
理
を
受
け
る
側

で
常
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
業
務
対
応
に
あ
た
る
こ

と
を
旨
と
し
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

深
川
委
員

総
務
課
長

深
川
委
員

町
　
　長

大空町に合った子ども・子育て支援計画を検討
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と
り
親
家
庭
に
準
ず
る
と
い

う
扱
い
で
あ
る
の
で
、
今
ま

で
と
助
成
の
内
容
は
変
わ
ら

な
い
の
で
、
特
に
周
知
は
考

え
て
い
な
い
。

決
算
認
定
を
付
託

平
成
25
年
度
の
決
算
認
定
を

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

に
付
託

　
町
の
一
般
会
計
と
７
特
別

会
計
、
計
８
会
計
の
平
成
25

年
度
決
算
認
定
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
決
算
認
定
に
つ
い

て
は
、
「
決
算
審
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
中

で
詳
細
を
審
議
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。（
審
議
の

内
容
は
７
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

要
望
意
見
書

　
下
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

９
件
の
う
ち
７
件
を
議
員
配

付
、
２
件
を
継
続
し
て
審
査

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 ※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、

議会ホームページにある「会議録」及びユーストリームの「録画データ」もごらんください。
※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、

平成26年9月 定例会（9/17～18開催）で決定した
主な内容をお知らせします。
（補正予算、条例等について、全議員賛成で可決されました。）

平
成
26
年
度
補
正
予
算

地
域
振
興
施
設
調
査
設
計
委

託
料
な
ど
、
一
般
会
計
５
０

７
６
万
円
を
増
額

　
東
藻
琴
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
検
討
し
て
き
た
地
域
振
興

施
設
の
整
備
に
係
る
調
査
設

計
委
託
料
、
社
会
保
障
税
番

号
制
度
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
係
る
委
託
料
、
な

ど
の
経
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

各
種
疾
病
予
防
対
策
事
業　

２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
デ
ン
グ
熱
の
媒

介
と
し
て
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ

の
分
布
が
東
北
地
方
の
北
部

ま
で
き
て
お
り
、
日
本
脳
炎

の
媒
介
と
し
て
ア
カ
イ
エ
カ

は
北
海
道
に
は
い
な
い
が
、

い
つ
何
時
来
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
こ
の
日
本
脳
炎
は

任
意
予
防
の
対
象
に
は
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
現
在
、
北
海
道

に
お
い
て
適
用
を
検
討
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

で
、
情
報
収
集
を
し
て
わ
か

り
次
第
お
知
ら
せ
し
た
い
。

品
田
議
員

福
祉
課
長

朝
日
ヶ
丘
公
園
管
理
費

１
９
５
万
円

　
　
　
　
　
朝
日
ヶ
丘
公
園

の
公
園
管
理
委
託
料
の
中
に
、

花
卉
公
園
は
入
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
補
正

の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
芝
の
管
理
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
花
卉
公
園
は
委

託
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
四
阿
（
あ
ず
ま

や
）
が
綺
麗
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
水
道
施
設
も
水
が

出
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
花
卉
公
園
、

四
阿
、
水
道
施
設
等
は
直
営

と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
職

員
の
手
が
回
ら
な
か
っ
た
部

分
が
あ
る
。
今
後
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
景
観
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
観
光
施
設
と
し
て
一
工

夫
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
朝
日
ヶ
丘
公
園

は
今
年
度
か
ら
直
営
で
管
理

し
て
お
り
、
特
に
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
管
理
や
芝
の
管
理

を
第
一
義
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
だ

全
て
の
と
こ
ろ
に
着
手
で
き

品
田
議
員

産
業
課
参
事

品
田
議
員

産
業
課
参
事

品
田
議
員

町　
　
長

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

今
後
公
園
の
整
備
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

条　
　
例

「
東
藻
琴
相
撲
場
」
建
設
に

伴
う
条
例
の
改
正

　
旧
土
地
改
良
事
業
所
の
一

部
を
東
藻
琴
相
撲
場
と
し
て

改
修
し
、
行
政
財
産
と
し
て

管
理
す
る
こ
と
か
ら
、
「
体

育
施
設
条
例
」
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

「
父
子
」
の
定
義
が
法
律
上

明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

条
例
の
改
正

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
「
父
子
」
の
定
義
が

法
律
上
明
確
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
「
重
度
心
身
障
害

者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
」
「
広
域
入
所
に
お
け
る

保
育
に
関
す
る
条
例
」
「
児

童
セ
ン
タ
ー
条
例
」
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
大
空
町
の
父
子

家
庭
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
の

世
帯
数
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
ひ
と
り
親
家
庭

は
58
戸
、
父
子
家
庭
は
11
戸

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ひ
と
り
親
家
庭

に
比
べ
て
父
子
家
庭
の
制
度

の
認
知
度
が
低
い
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
辺
の
周

知
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
国
の
法
律
の
改

正
に
よ
り
父
子
家
庭
と
い
う

名
称
が
明
確
化
さ
れ
て
の
条

例
改
正
で
あ
り
、
す
で
に
ひ

品
田
議
員

福
祉
課
長

品
田
議
員

福
祉
課
長

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 5076万円 79億5744万円
国民健康保険事業
特 別 会 計 2246万円 11億2900万円

介護保険事業勘定
特 別 会 計 669万円 ７億273万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　社会保障・税番号制度関連システム構築委託料 670万円
　　地域振興施設整備事業 677万円
　　各種疾病予防対策事業 200万円
　　朝日ヶ丘公園管理費 195万円
　　その他事業 3334万円
　【歳　入】
　　社会保障・税番号制度システム整備費補助金 673万円
　　その他事業 4403万円

平成26年１０月臨時会（10/6開催）で決定した主な
内容をお知らせします。（補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 550万円 79億6294万円

　＜一般会計＞
　　【歳　　出】　本郷西４号北線改良舗装工事 550万円

　　【歳　　入】　本郷西４号北線道路整備事業債 550万円

平
成
26
年
度
補
正
予
算

本
郷
西
４
号
北
線
の
改
良
舗

装
工
事
費
と
し
て
、
一
般
会

計
５
５
０
万
円
を
増
額

　
道
道
住
吉
女
満
別
停
車
場

線
の
う
回
道
路
と
し
て
一
般

交
通
を
通
行
さ
せ
る
た
め
、

支
障
と
な
る
道
路
幅
員
の
確

保
と
走
行
性
確
保
の
た
め
、

舗
装
工
事
を
計
画
す
る
も
の

で
す
。

要
望
意
見
書

「
電
力
料
金
再
値
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
意
見
書
」
を

国
に
対
し
て
提
出

　
北
海
道
電
力
が
７
月
31
日
に
電
気
料
金
値
上
げ
の
認
可
を

国
に
申
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
回
の
値
上
げ
案
は
、
家

庭
向
け
の
平
均
が
17
・
03
％
、
企
業
向
け
の
平
均
が
22
・
61

％
で
、
ど
ち
ら
も
昨
年
９
月
の
値
上
げ
の
２
倍
を
超
え
る
大

幅
な
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
今
北
海
道
電
力
が
や
る

べ
き
こ
と
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
努
力
と
、
安
全
で
再
生
可

能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
で
あ
り
、
大
空
町
議
会
と

し
て
、
今
回
の
再
値
上
げ
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
、
ま
た
、

国
が
認
可
申
請
に
対
し
厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
認
可
し
な
い
こ

と
、
を
強
く
求
め
、
内
閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
等
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

整備が進められている朝日ヶ丘公園パークゴ
ルフ場

舗装工事がなされる本郷西４号北線

★９月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 議員配布対応 継続審査 採　択
１ 所得税法第56条の廃止を求める意見書採択についての要望書 ○
２ 釧路地方裁判所北見支部における労働審判の実施を求める意見書 ○
３ 「給与制度の総合的見直し」に係る要請書 ○

４ 東藻琴地域振興施設について町民に見える形で議論を尽くすよう求め
る陳情 ○

５ 軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定規準の改正などを求める陳情 ○
６ 「高校・大学教育の無償化」の前進を求める陳情 ○
７ 「ゆきとどいた教育」の前進を求める陳情 ○
８ 「新たな高校教育に関する指針」の見直しを求める陳情 ○
９ 2015年度予算（介護・子ども）の充実・強化を求める意見書 ○
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一般質問通告項目①

東藻琴小学校大規模改修の
進捗状況は

原本　哲己　議員
原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
小
学

校
の
大
規
模
改
修
に
係
る

実
施
設
計
費
を
予
算
計
上

し
て
い
る
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
、
改
修
内
容
等
を

お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
、

関
係
者
、
保
護
者
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
築
後
44
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
現
在
ま
で
に
部
分

改
修
や
耐
震
化
工
事
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の

大
規
模
改
修
で
は
、
屋
根
、

壁
、
窓
と
い
っ
た
傷
み
具

合
に
応
じ
た
改
修
や
給
排

水
な
ど
の
設
備
改
修
、
内

装
・
内
壁
等
、
全
体
的
な

観
点
か
ら
の
改
修
を
考
え

て
い
る
。
進
捗
状
況
で
あ

る
が
、
現
地
調
査
の
段
階

で
あ
り
、
改
修
箇
所
の
現

況
調
査
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
関
係
者
か

ら
の
意
見
把
握
と
し
て
は
、

小
学
校
か
ら
想
定
さ
れ
る

改
修
箇
所
ご
と
に
細
か
な

小
学
校
か
ら
要
望
事
項
を
提
出
い
た
だ
い
て
お
り
、

現
在
一
つ
一
つ
点
検
及
び
検
討
を
行
っ
て
い
る

答
関
係
者
等
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
の
か

問

議会中継録画「平成26年第3回定例会第1日目①
（38：20～ 1：04：08）」をご覧ください。

要
望
事
項
を
提
出
い
た
だ

い
て
お
り
、
現
在
一
つ
一

つ
点
検
及
び
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
建
物
の

現
状
や
技
術
的
課
題
な
ど

を
踏
ま
え
、
改
修
計
画
の

内
容
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

内
容
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
体
育
館
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
狭

い
、
ま
た
他
の
運
動
等
と

共
存
し
に
く
い
な
ど
、
体

育
館
の
広
さ
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。

今
回
の
大
規
模
改
修
の
中

で
、
体
育
館
の
拡
張
も
含

め
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
で
き
な
い
か
。

決
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
今
回
の
大
規

模
改
修
の
目
的
は
、
校
舎

や
体
育
館
の
延
命
や
、
機

能
改
善
を
図
り
、
よ
り
良

質
な
教
育
環
境
を
子
ど
も

た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
体
育
館

に
つ
い
て
は
小
学
校
か
ら

要
望
い
た
だ
い
て
い
る
事

項
で
も
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
に
つ
い
て
も
技

（一般質問3人）（一般質問3人）（一般質問3人）

町政を問う！ 平成26年第3回定例会
では、３人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※ 質問、答弁の内容は、要約して掲
載しています。詳細は議会ホーム
ページ及び両地区図書館で閲覧
できる会議録をごらんください。

一般質問通告項目

土砂災害の対策は
上地　史隆　議員議会中継録画「平成26年第3回定例会第1日目①

（18：18～ 38：00）」をご覧ください

議会
中継録画
配信中！

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
大
空
町
に
は

地
域
防
災
計
画
が
あ
り
、

そ
の
中
に
土
砂
災
害
予
防

計
画
も
あ
る
が
、
地
す
べ

り
や
崖
崩
れ
の
被
害
発
生

予
想
区
域
の
指
定
に
は
、

上
東
、
栄
町
な
ど
の
地
区

し
か
載
っ
て
お
ら
ず
、
ほ

か
に
も
危
険
区
域
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
土

石
流
危
険
区
域
に
つ
い
て

も
、
朝
日
、
住
吉
、
東
洋
、

山
園
地
区
し
か
載
っ
て
な

く
て
、
ほ
か
に
も
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
町
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
災
害
は
ど
こ

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
、

大
空
町
で
も
想
定
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
町
の
計
画
で
は
、

地
す
べ
り
・
崖
崩
れ
被
害

発
生
予
想
区
域
や
土
石
流

危
険
区
域
を
、
過
去
の
災

現
地
調
査
等
を
行
い
、計
画
に
追
加

　
　
　す
べ
き
か
ど
う
か
精
査
す
る

答
土
砂
災
害
予
防
計
画
の
中
の
被
害
発

生
予
想
区
域
を
ど
う
考
え
る
か

問

害
実
例
、
図
面
や
現
地
調

査
を
も
と
に
指
定
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
町
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
災

害
へ
の
注
意
事
項
等
を
記

載
し
た「
災
害
の
し
お
り
」

を
全
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
が
、
警
戒
区
域
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
は
お
知
ら

せ
を
し
て
い
な
い
。
町
と

し
て
は
、
直
ち
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
対
象

地
区
の
世
帯
の
皆
さ
ん
に

は
個
別
に
訪
問
し
説
明
を

行
い
た
い
と
思
う
。

行
い
た
い
と
思
う
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
土
石
流
と
は

土
砂
が
雨
水
、
地
下
水
と

混
合
し
て
河
川
、
渓
流
な

ど
に
流
下
す
る
現
象
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
気
に
な

っ
た
の
は
、
土
石
流
予
想

発
生
区
域
に
パ
ナ
ク
シ
ュ

ベ
ツ
川
が
入
っ
て
い
な
い

こ
と
で
、
女
満
別
川
と
合

流
し
山
間
部
を
流
れ
る
の

で
、
土
石
流
が
発
生
す
る

原
因
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
か
ら
町
民
の
方

に
周
知
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
個
別
訪
問
も
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

是
非
早
急
に
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

い
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は

現
地
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

そ
こ
に
人
家
が
存
在
す
る

の
か
し
な
い
の
か
、
こ
う

い
う
精
査
も
必
要
だ
と
思

う
。
そ
の
上
で
、
町
の
重

要
な
警
戒
区
域
と
、
町
の

防
災
計
画
の
中
に
指
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

【土砂災害防止法】

　1999年の広島県の豪雨災害を契機
に、2001年に施行され、都道府県が

土石流などの恐れがあるとされる災害危険個所
から、警戒区域、特別警戒区域を指定し、さらに
市町村が地域防災計画で避難体制をつくるよう
定めている。ただ、指定には多額の調査費用や住
民の同意が必要で、全国の危険個所52万5000
箇所のうち、指定済みは約７割にとどまっている。

一口メモ

れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

計
画
に
追
加
を
し
て
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
防

災
と
は
町
民
の
安
全
を
い

か
に
守
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
町
民
の
方
の
努
力
、

地
域
の
協
力
、
そ
し
て
町

と
し
て
の
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
今

後
と
も
町
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
す
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。




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土砂災害予防計画　　※大空町地域防災計画より抜粋
●基本方針
　　町は、降雨、融雪、地震等発生時の土砂災害から町土を保全し、町民の生命、身体、財産を保護す
るため、関係法令等に基づき、計画的な予防対策を実施する。

●重要警戒区域
　　土砂災害（地すべり・急傾斜地崩壊・土石流）に関する重要警戒を要する各指定地域は下表のとお
りである。

◆地すべり・崖崩れ被害発生予想区域
地区名 災害の要因 面　　積 摘　　　　　要
上 東 地すべり 12,000㎡

栄 町 土地陥没 150,000㎡ 旧軍用防空壕が設けられた地区であり、今後も
陥落の危険が大きい

◆土石流危険区域

区域名 水系名 河　川　名 渓　流　名 延　長 予想される被害
道路 その他

朝日 網走川 女満別川 恋の川 1,000ｍ 0.1㎞ 畑、原野

住吉 網走川 サラカオーマキキ
ン川

サラカオーマキキ
ン川 950ｍ ― 畑

東洋 藻琴川 東洋川 東洋川 4,260ｍ 1.0㎞
山園 藻琴川 フ化場沢川 喜平川 1,720ｍ 0.1㎞

山園 藻琴川 フ化場沢川 フ化場沢川 330ｍ 2.0㎞ 山園ふるさと
センター

山園 藻琴川 林道沿川 林道沿川 4,310ｍ 1.7㎞
山園 藻琴川 チグサ藻琴川 学校の沢川 70ｍ 0.8㎞
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大規模改修が予定される東藻琴小学校

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
少
子
化
対
策

と
し
て
、
今
北
海
道
に
お

い
て
、
農
村
地
域
で
は
、

担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化

が
急
速
に
進
み
、
集
落
機

能
や
農
業
農
村
の
多
面
的

機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
で
あ
り
、
大
空
町

に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
農
業
・

農
村
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
の
取
組
み
と
効

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
現
在
、
女
満

別
地
区
で
は
中
央
・
本
郷

・
住
吉
・
豊
里
地
区
、
東

藻
琴
地
区
で
福
富
地
区
が

実
施
を
し
て
い
る
。
活
動

内
容
と
し
て
は
、
農
用
地

の
法
面
の
草
刈
り
、
土
砂

上
げ
、
路
面
の
補
修
な
ど

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
効
果
と
し
て
は
、

農
業
者
自
ら
作
業
を
し
た

活
動
に
つ
い
て
は
日
当
が

支
払
わ
れ
、
営
農
活
動
へ

の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
ま
た
、
個
人
や

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、地
域
の
農
業
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
急
が
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

答
農
業
だ
け
で
な
く
、他
の
分
野
に
も

波
及
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が

問

集
団
の
農
業
用
施
設
の
維

持
補
修
が
な
さ
れ
、
施
設

の
機
能
保
全
が
図
ら
れ
る
、

な
ど
が
あ
る
。
今
年
度
か

ら
の
事
業
の
変
更
点
と
し

て
は
、
面
積
当
た
り
の
交

付
金
額
の
変
更
、
ま
た
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
有

害
鳥
獣
の
防
護
柵
や
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

能
と
な
っ
て
い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
暗
渠
や
客
土

な
ど
、
こ
れ
ま
で
基
盤
整

備
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取

り
組
ま
れ
て
き
た
。
た
だ

そ
の
効
果
の
維
持
を
考
え

た
と
き
、
低
台
地
区
に
特

化
し
て
言
う
と
、
排
水
を

し
っ
か
り
維
持
し
な
い
と
、

ど
れ
だ
け
い
い
畑
の
機
能

を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
効
果
と
し
て
継
続

で
き
る
の
か
、
そ
こ
で
問

題
と
な
る
の
が
担
い
手
の

負
担
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
施
設
を
維
持

管
理
し
よ
う
と
す
る
と
特

殊
な
技
術
、
機
械
、
人
が

術
面
・
予
算
面
を
含
め
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
体
育
館
の
拡
張

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
大

規
模
改
修
の
補
助
制
度
上
、

現
状
の
面
積
を
増
減
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
現
状
の
中
で
ど
こ
ま

で
の
改
修
が
可
能
な
の
か
、

で
き
る
限
り
多
く
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
。

が
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
や

説
明
会
等
の
結
果
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
、

調
査
設
計
委
託
料
が
今
定

例
会
の
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

進
め
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
住
民
説
明
会

や
懇
談
会
の
結
果
と
し
て

私
が
受
け
た
印
象
で
あ
る

が
、
飲
食
部
門
の
必
要
性

が
大
き
な
要
素
で
は
と
思

っ
て
い
た
が
、
宿
泊
施
設

の
必
要
性
を
訴
え
る
方
が

非
常
に
多
く
て
、
認
識
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
東
藻
琴
地
域

の
現
在
、
そ
し
て
将
来
を

考
え
た
と
き
、
整
備
構
想

に
あ
る
よ
う
な
施
設
を
拠

点
と
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

ま
す
ま
す
地
域
が
疲
弊
し

て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な

危
機
感
が
強
く
伝
わ
っ
て

き
た
。

　
　
各
自
治
会
ご
と
の
意
見

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
地
区

の
地
域
振
興
施
設
の
問
題

に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会

及
び
懇
談
会
が
行
わ
れ
た

集
約
で
も
、
施
設
の
早
期

整
備
に
向
け
た
前
向
き
な

意
見
が
多
く
、
町
と
し
て

も
こ
の
よ
う
な
意
向
に
応

え
る
べ
く
、
整
備
構
想
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
判
断
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
進

め
方
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
現
段
階
で
不

確
定
な
要
素
も
あ
る
が
、

平
成
26
年
度
中
に
用
地
交

渉
を
行
い
、
平
成
27
年
度

に
実
施
設
計
、
用
地
取
得
、

財
源
の
確
保
、
既
存
の
建

物
の
取
り
壊
し
、
平
成
28

年
度
に
建
設
工
事
に
着
手

し
、
施
設
の
共
用
の
時
期

は
平
成
29
年
度
の
早
い
時

期
に
と
考
え
て
い
る
。

期
に
と
考
え
て
い
る
。

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
私
は
14
回
の

説
明
会
の
う
ち
11
回
ほ
ど

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
強
く
感
じ
た
意
見
と

し
て
、
施
設
が
整
備
さ
れ

る
間
の
空
白
期
間
の
宿
泊

や
飲
食
へ
の
不
安
が
多
数

あ
っ
た
。
こ
の
計
画
を
進

め
る
中
で
空
白
が
少
し
で

も
短
く
な
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
と
思
う
。

い
し
た
い
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
回
各
自
治

会
で
開
催
し
た
説
明
会
を

通
じ
、
佐
々
木
旅
館
さ
ん

が
な
く
な
っ
て
１
番
困
る

の
は
町
民
で
あ
る
と
、
そ

う
い
う
意
見
を
多
く
の
方

か
ら
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

ら
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
町
民
の
方
々
の
日
々

の
生
活
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

各
自
治
会
ご
と
の
意
見
集
約
で
、施
設
の
早
期

整
備
に
向
け
た
前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た

答
住
民
説
明
会
等
の
結
果
は

　
　
　
　
　
ど
う
だ
っ
た
か

問一般質問通告項目②

地域振興施設の今後の
進め方はどうするか

一般質問通告項目

農業・農村多面的機能支払交付金
事業の取組みと効果は

松田　信行　議員議会中継録画「平成26年第3回定例会第1日目②
（0：35～ 44：54）」をご覧ください。

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

一
つ
の
解
消
策
と
し
て
、

地
元
の
建
設
業
者
を
初
め
、

機
械
力
や
人
を
活
用
し
た

中
で
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
農
業

だ
け
で
な
く
他
の
分
野
に

も
波
及
効
果
あ
る
の
で
は

と
認
識
し
て
い
る
が
。

と
認
識
し
て
い
る
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
民
全
体
の

高
齢
化
、
農
家
戸
数
が
減

る
中
で
、
担
い
手
の
方
々

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事

実
だ
と
受
け
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
低
台
地
区
に
用
水

路
・
排
水
路
が
多
数
あ
り
、

そ
の
整
備
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
な
事
業
で
取
り
進

め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

時
代
が
進
む
中
、
存
在
意

義
が
十
分
に
伝
え
き
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
で
認
識
を
新
た
に
し
、

地
域
で
生
活
を
し
て
い
く

中
で
は
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
を

受
け
て
、
農
業
の
現
場
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
分
担

の
中
に
、
建
設
業
に
携
わ

る
方
々
の
力
添
え
を
い
た

だ
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

多面的機能支払交付金を活用し、支援対象となる作業の様子
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て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

農
業
を
支
え
る
力
と
い
う

の
は
、
農
業
者
、
地
域
に

住
ん
で
い
る
方
の
力
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
の
方
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
の
農
業

を
支
え
る
と
い
う
仕
組
み

づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

と
認
識
し
て
い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
で

は
、
財
源
と
し
て
国
が
50

％
、
北
海
道
が
25
％
、
町

が
25
％
、
そ
の
う
ち
制
度

上
の
交
付
税
措
置
が
あ
る

と
実
質
４
％
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と

活
用
し
て
、
町
が
関
わ
っ

て
い
る
農
業
関
係
の
予
算

が
少
し
で
も
削
減
で
き
れ

ば
、
町
に
と
っ
て
も
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
の
で
は
と
思

う
。
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
交
付
税
措
置

に
つ
い
て
は
、
交
付
税
は

減
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
で

あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
制

度
を
鵜
呑
み
に
し
て
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ

を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、

町
の
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
の
縮
減
を
図
る
こ
と
も

一
部
で
き
る
と
思
う
。

多面的機能支払交付金事業は農業者の所得の向上のために行う事業

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
の
事
業
を

町
全
体
で
取
り
組
も
う
と

し
た
と
き
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
額
が
軽
減
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
町
で
取
り
組
ん
で

い
る
ど
の
事
業
が
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

れ
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
が
一
般
財

源
で
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
に
全
町
域
と
し

て
取
り
組
ん
だ
と
き
、
い

く
つ
か
取
り
組
め
る
事
業

が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、

排
水
路
の
土
砂
上
げ
や
ひ

ま
わ
り
作
付
事
業
の
一
部
、

河
川
環
境
整
備
委
託
料
、

な
ど
が
削
減
と
い
う
か
、

新
し
い
事
業
と
し
て
予
算

組
み
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

い
か
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
広
域
、
全
町

で
取
り
組
む
と
し
た
と
き
、

こ
の
事
業
は
平
成
27
年
４

月
か
ら
実
施
と
な
る
と
、

現
時
点
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

産
業
課
参
事

　
　
　
　
　
　
　
広
域
活
動

組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

組
織
と
し
て
は
旧
市
町
村

単
位
か
町
村
単
位
と
な
り
、

各
営
農
集
団
に
構
成
員
と

な
っ
て
も
ら
い
、
活
動
内

容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

を
行
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

後
、
集
団
の
代
表
者
を
構

成
員
と
し
て
広
域
活
動
組

織
を
設
立
し
、
活
動
計
画

を
作
成
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
実
施
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
、
翌
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
農
業
者
の
皆

さ
ん
が
負
担
を
し
て
行
う

事
業
で
は
な
く
、
国
、
北

海
道
、
市
町
村
が
そ
の
財

源
を
捻
出
し
な
が
ら
、
農

村
地
域
の
整
備
の
た
め
、

ま
た
、
農
家
の
所
得
の
向

上
の
た
め
に
行
う
事
業
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

説
明
し
て
い
き
た
い
。

【議会広報研修会（札幌市）（8/22）】
　　議会に対する町民の理解と関心を深める努力が要請さ
れていることに鑑み、議会広報の向上発展に資すること
を目的とした議会広報研修会が毎年開催されています。
当町議会広報常任委員会から品田委員長及び田中副委員
長が出席しました。

【行政視察来町応対】
　　本町の取組などを視察するため、熊本県相良村議会、宮崎県綾町議会、三重県川越町議会の皆さん
が来町されました。視察内容は、議会活性化の取組みや農業振興、議会全般など、さまざまですが、
熊本県相良村議会の視察の際には町の担当者に説明のため同席を依頼し、対応いただきました。視察
内容により、正副議長と議会運営委員会正副委員長などで応対し、相互の意見交換なども行われまし
た。
　●熊本県相良村議会（8/26）
　　○視察内容～議会活性化の取組み、農業振興、ひがしもこと乳酪館の運営
　●宮崎県綾町議会（9/30）
　　○視察内容～議会全般
　●三重県川越町議会（10/31）
　　○視察内容～議会改革

【女満別空港消火救難総合訓練（9/25）】
　　女満別空港の航空機事故に迅速かつ適切に対応するため、関係各機関の連携のもと、消火活動、乗
客等の救出活動及び救急医療救護活動等の確立を図ることを目的とした訓練が毎年行われています。
議長ほか各議員が参加しました。

【北網ブロック町議会議員研修会（10/23）】
　　今年度は小清水町において、北海道財務局北見出張所長の佐々木一郎氏を講師に招き、「オホーツ
クの経済について」という演題で研修いただきました。各議員が出席しました。

議 会 活 動 掲 示 板

今後の議会広報編集に役立てます

熊本県相良村議会の皆さん 宮崎県綾町議会の皆さん 三重県川越町議会の皆さん
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・
私
ど
も
の
難
点
は
、
色
に
つ
い
で
で
あ
る
。
色
な
ど
は
業
者

に
お
任
せ
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

　
・
昔
は
表
で
は
な
く
細
か
く
書
い
て
い
て
、
そ
の
後
表
に
し
た

経
緯
が
あ
る
。
だ
が
、
議
事
関
係
は
全
部
縦
書
き
で
、
広
報
の

先
生
か
ら
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
を
横
書
き
に
す
る
と
読
み
ず
ら
い

と
い
う
指
導
が
あ
っ
た
。
な
の
で
、
縦
書
き
に
し
よ
う
と
直
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
・
一
般
質
問
で
今
回
は
要
約
し
て
短
く
し
た
が
、
前
回
は
長
め

に
要
点
部
分
を
太
字
に
し
た
が
ど
う
で
あ
る
か
。

　
・
説
明
さ
れ
た
ら
そ
う
な
の
か
と
思
う
が
、
知
ら
な
か
っ
た
ら

１
人
何
ペ
ー
ジ
載
せ
て
い
る
か
と
か
気
に
も
し
な
い
の
で
、
読

む
方
は
何
か
変
化
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。
太
字
に
し
た

方
が
読
む
と
思
う
。

　
・
昔
の
字
の
羅
列
か
ら
比
べ
る
と
、
今
は
カ
ラ
ー
な
の
で
見
や

す
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
一
般
質
問
や
審
議
の
ペ
ー
ジ
な
ど
、

議
員
さ
ん
の
名
前
、
回
答
す
る
役
場
の
職
員
な
ど
、
色
分
け
さ

れ
て
い
る
の
で
見
や
す
い
と
思
う
。
た
だ
、
興
味
の
あ
る
人
し

か
見
な
い
の
か
な
と
。

　
・
常
任
委
員
会
の
活
動
状
況
で
、
議
員
さ
ん
は
年
４
回
の
議
会

だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
、
こ
う
い
う
ペ

ー
ジ
な
ど
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
の
だ
な
と
わ
か
っ
て
い
い
と

思
う
。

　
・
本
会
議
が
年
４
回
な
の
で
、
議
会
だ
よ
り
も
年
４
回
の
発
行

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
速
報
性
と
い
う
も
の
が
な
い
。
そ
れ
で
、

広
報
の
中
に
、
半
ペ
ー
ジ
で
も
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
も
ら
い
、

例
え
ば
１
カ
月
の
間
に
こ
れ
だ
け
は
早
く
知
ら
せ
て
お
き
た
い

と
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
載
せ
る
と
か
、
昨
年
札
幌
駅
前

で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
事
前
に
わ
か
っ
て
い
て
広
報
に
載
せ
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
興
味
を
持
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

　
・
カ
ラ
ー
化
に
な
っ
た
の
は
29
号
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は

委　
　
員
：

モ
ニ
タ
ー
：

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

　
・
町
の
広
報
と
議
会
だ
よ
り
の
関
係
に
つ
い
て
、
予
算
の
図
表

と
か
、
同
じ
内
容
が
あ
り
、
貴
重
な
紙
面
で
あ
る
の
で
、
重
複

の
と
こ
ろ
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
町
民
が
関
心
を
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
知
ら
せ
る
と
か
、
そ
う
い
う
配
慮

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
・
全
体
を
網
羅
的
に
書
か
れ
て
い
て
い
い
の
だ
が
、
一
般
の
町

民
に
す
る
と
字
面
だ
け
で
読
み
に
く
い
と
い
う
印
象
を
持
た
れ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
で
き
る
だ
け
議
会
側
と
し
て
こ
れ
だ
け

は
知
ら
せ
た
い
も
の
を
重
点
的
に
と
か
、
工
夫
を
す
べ
き
な
の

か
な
と
思
う
。

　
・
見
る
人
み
な
着
眼
点
は
違
う
。
そ
れ
を
一
つ
に
絞
る
の
は
不

可
能
で
あ
る
。
な
の
で
、
ど
こ
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
整

然
と
あ
っ
た
こ
と
を
正
確
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
出
す
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
る
。
そ
の
中
で
大
事
だ
と
判
断
す
る
の
は
ご
覧
に
な

る
町
民
の
方
で
あ
る
。
な
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
情
報
と
い
う

形
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
構
成
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
・
表
紙
は
写
真
を
真
ん
中
で
タ
イ
ト
ル
と
目
次
の
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
な
っ
た
。
字
も
大
き
く
な
っ
た
。
内
容
の
削
る
削
ら
な
い

は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
と
、
審
議
で
字
面
だ
け
の
ペ
ー
ジ
は
周

り
に
線
を
引
く
だ
け
で
も
雰
囲
気
が
違
っ
て
く
る
の
か
な
と
思

う
。

　
・
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
32
号
は
強
調
す
る
部
分
を
太
字
に
し

て
い
た
が
、
33
号
で
は
太
字
に
し
て
い
る
部
分
が
な
か
っ
た
。

　
・
32
号
で
強
調
す
る
部
分
を
太
字
に
し
て
い
た
が
、
33
号
で
は

割
り
当
て
を
１
ペ
ー
ジ
に
縮
小
し
要
約
し
て
い
る
。
全
部
が
要

約
し
た
も
の
な
の
で
太
字
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
・
33
号
の
常
任
委
員
会
活
動
状
況
の
ペ
ー
ジ
だ
が
、
今
ま
で
の

表
で
示
し
て
い
た
方
が
見
や
す
い
と
思
う
。
活
動
し
て
い
る
感

が
よ
く
わ
か
っ
て
い
い
と
思
う
が
。

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

モ
ニ
タ
ー
：

２
色
で
、
さ
ら
に
前
は
黒
１
色
で
や
っ
て
い
た
。
ま
だ
日
が
浅

い
。
な
の
で
今
後
は
色
に
つ
い
て
戦
術
的
な
色
で
や
っ
て
い
き

た
い
。

　
・
広
報
に
載
せ
る
予
告
編
と
い
う
か
、
議
会
だ
よ
り
は
町
の
広

報
に
折
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
月
末
と
15
日
に
し
か
出
せ
な
い

と
。
そ
れ
で
前
倒
し
で
編
集
会
議
を
開
き
、
２
週
間
縮
め
て
、

33
号
は
８
月
15
日
に
出
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
・
私
は
割
と
読
む
方
だ
と
思
う
が
、
６
月
の
議
会
の
こ
と
が
８

月
・
９
月
に
来
た
ら
、
も
う
次
の
議
会
の
こ
と
を
考
え
る
の
で
、

で
き
れ
ば
な
る
べ
く
早
い
方
が
い
い
の
か
な
と
思
う
。

　
・
今
広
報
の
先
生
に
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
最
低
で
も
40
日
ぐ

ら
い
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
。
で
も
と
て
も
厳
し
い
条
件
で
、
ま
だ

達
成
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
は
こ
の
40
日
を
目
標
に
し
て
い

き
た
い
。

　
・
町
の
広
報
と
の
違
い
で
あ
る
が
、
町
の
広
報
は
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
知
ら
せ
る
と
、
議
会
だ
よ
り
は
結
果
を
大
事
に
伝
え
る

と
、
そ
れ
も
必
要
で
あ
る
と
。
な
の
で
、
急
げ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
も
な
い
と
思
う
。
そ
の
辺
で
ど
っ
ち
を
読
む
か
と
い
う

と
町
の
広
報
の
方
が
読
ま
れ
る
と
は
思
う
が
、
そ
う
い
う
こ
と

も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
編
集
し
て
い
る
。

　
・
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
で
や
る
べ
き
で
、
住
所
・
自
治
会
等

は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
・
女
満
別
、
東
藻
琴
で
も
い
い
と
思
う
。
聞
き
た
い
の
は
、
読

ん
で
い
る
か
、
ど
こ
を
読
ん
で
い
る
か
、
で
あ
る
。

　
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
て
議
会
だ
よ
り
に
内
容
を
載
せ
た
り

す
る
の
か
。

　
・
い
っ
ぱ
い
あ
れ
ば
載
せ
る
が
、
議
会
報
告
会
の
際
に
も
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
紙
面
に
載
せ
て
い
る
。
今
回

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

は
全
世
帯
に
渡
し
て
い
る
の
で
ど
れ
ぐ
ら
い
く
る
か
わ
か
ら
な

い
が
。

　
・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
広
報
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

書
い
て
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
集
ま
っ
て
ほ
し
く
、
そ
れ
を
形

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
れ

ば
面
倒
で
も
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
封
筒
に
入
れ
て
出
し

た
り
、
ま
た
文
化
会
館
で
行
事
が
あ
っ
た
時
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
渡
さ
れ
見
終
わ
っ
た
ら
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
な

の
で
、
待
ち
合
い
閲
覧
で
議
会
だ
よ
り
を
置
い
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
１
カ
月
で
も
そ
こ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
置

い
て
も
ら
い
、
見
な
が
ら
開
き
な
が
ら
考
え
な
が
ら
出
せ
る
よ

う
に
し
た
方
が
、
集
め
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
効
果
が
あ

る
と
思
う
。

　
・
議
員
の
賛
否
態
度
の
公
表
を
私
個
人
と
し
て
は
お
願
い
し
た

い
。
私
た
ち
が
選
ん
だ
議
員
さ
ん
が
、
採
決
に
対
し
て
賛
成
反

対
し
た
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
し
、
議
員
さ
ん
の
説
明
責
任
と
し
て
必
要
だ
と
思
う
。

　
・
反
対
が
出
た
時
に
は
討
論
と
い
う
形
で
質
疑
応
答
を
し
、
そ

の
時
は
広
報
で
は
「
討
論
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
載
せ
て
い
る
。

　
・
あ
ま
り
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
質
問
は
い
ろ
い
ろ
出
る
が
、

賛
成
か
反
対
か
と
な
る
と
賛
成
と
な
る
の
で
、
紙
面
と
し
て
は

個
別
的
な
判
断
は
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
見
が

対
立
し
た
時
に
は
き
ち
ん
と
そ
の
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
載
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

モ
ニ
タ
ー
：

モ
ニ
タ
ー
：

委　
　
員
：

読みやすい「議会だより」を 目指して
～議会広報モニターさんと意見交換～

　８月27日に開催しました、平成26年度第１回議会広報モニター連
絡会議において、下記のとおりモニターさんから意見をいただきまし
たので、委員の回答も含めて、主なものをお知らせします。
　※当日は５名のモニターさんの内、４名の出席をいただきました。

議会広報常任委員会の各委員と近藤議長

丹羽 早苗 さん 田口 るり子 さん 橋本 尚武 さん 高木 国広 さん



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
2021 大空町議会だより　第34号（平成26年11月）大空町議会だより　第34号（平成26年11月）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
総
務
厚
生
、
産
業
建
設
文
教
、
議
会
広
報
の
３
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
も

委
員
会
が
所
管
す
る
項
目
な
ど
の
調
査
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

OZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

　
第
８
回
〔
Ｈ
26
・
９
・
17
開
催
〕

　
　
　
望
意
見
書
の
取
扱
い

・「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
要
望
意
見
書
」「
2

0
1
5
年
度
予
算
（
介
護
・
子
ど
も
）
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
要
望
意
見
書
」
の
２
件
を
審
議
し
、
ど
ち
ら
も
不
採
択

と
し
た
。

　
第
９
回
〔
Ｈ
26
・
10
・
10
開
催
〕

　
　
　
齢
者
等
の
移
動
支
援

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
こ
と
を
受
け
、
新

た
に
「
高
齢
者
等
ハ
イ
ヤ
ー
」
の
実
施
を
検
討

　
　
　
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
（
案
）

・
国
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
を
制
定

し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
空
町
版
の
計
画
の
策
定

　
　
　
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ち
あ
ふ
る
入
居
者
捜
索

・
９
月
20
日
及
び
21
日
に
発
生
し
た
入
居
者
の
行
方
不
明
捜

索
の
経
緯

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

要高新障
　
第
11
回
〔
Ｈ
26
・
10
・
１
開
催
〕

　
　
　
郷
西
４
号
北
線
改
良
工
事

・
道
道
の
う
回
道
路
と
し
て
一
般
交
通
を
通
行
さ
せ
る
た
め
、

道
路
幅
員
の
確
保
の
た
め
の
舗
装
工
事

　
第
12
回
〔
Ｈ
26
・
10
・
10
開
催
〕

　
　
　
日
ヶ
丘
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト

・
Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
の
１
番
ホ
ー
ル
を
駐
車
場
側
に
す
る
よ
う

改
善

・
花
卉
公
園
に
７
ホ
ー
ル
を
新
設
し
、
平
坦
な
コ
ー
ス
を
確

保
　
　
　
藻
琴
地
区
に
お
け
る
酪
農
研
修
生
等
受
入
施
設
（
仮

称
）
の
整
備

・
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
町
外
か
ら
研
修
生
・
実
習
生
の
受
け
入
れ

を
希
望
す
る
酪
農
家
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
受
入
施
設
を

新
築
し
整
備
を
検
討

道
内
行
政
視
察
調
査
〔
Ｈ
26
・
10
・
14
〜
16
実
施
〕

　
　
　
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
の
道
内
行
政
視
察
調
査
を

実
施

・
２
泊
３
日
の
行
程
で
、
中
川
町
、
苫
前
町
、
雨
竜
町
に
お

い
て
行
政
視
察
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は

次
号
議
会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本朝東産

　
第
９
回
〔
Ｈ
26
・
９
・
11
開
催
〕

　
　
　
会
だ
よ
り
第
34
号
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
内
容
の

検
討

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ほ
か
、
内
容
の
検
討

　
第
10
回
〔
Ｈ
26
・
10
・
10
開
催
〕・
第
11
回
〔
Ｈ
26
・
10

・
24
開
催
〕・
第
12
回
〔
Ｈ
26
・
11
・
６
開
催
〕

　
　
　
会
だ
よ
り
第
34
号
の
内
容
検
討

　
第
８
回
総
務
厚
生
・
第
10
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

〔
Ｈ
26
・
９
・
17
開
催
〕

　
　
　
空
町
総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
概
要

・ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
２
、5
7
8
件 

回
収
率
39・
４
％
（
前

回
24
・
５
％
）

　
　
　
権
管
理
（
補
足
説
明
）

・
滞
納
状
況
等
資
料
（
Ｈ
26
・
６
・
１
現
在
）
に
よ
る
説
明

　
第
９
回
総
務
厚
生
・
第
12
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

〔
Ｈ
26
・
10
・
10
開
催
〕

　
　
　
子
化
や
地
域
の
子
育
て
力
の
低
下
な
ど
に
対
し
、
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
の
抜
本
的
な
改
革

・
す
べ
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
幼
児
教
育
、

保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
質
と
量
の
拡
充
が

図
ら
れ
る
。 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議議合
同
常
任
委
員
会（
２
常
任
委
員
会
合
同
で
の
調
査
）

大債少
　
　
　
員
の
採
用

・
職
員
数
の
現
状
及
び
平
成
2
7
年
度
採
用
予
定
（
２
名
）

　
　
　
陽
団
地
火
災
の
経
過

・
10
月
２
日
に
発
生
し
た
火
災
の
経
過
及
び
罹
災
者
へ
の
対

応
　
　
　
央
さ
く
ら
団
地
新
築
に
関
す
る
規
則
の
改
正

・「
中
央
さ
く
ら
団
地
」
の
供
用
開
始
へ
向
け
て
、
町
が
設

置
す
る
町
営
住
宅
及
び
駐
車
場
を
追
加
す
る
た
め
の
規
則
の

改
正

　
第
９
回
〔
Ｈ
26
・
９
・
１
開
催
〕

　
　
　
域
振
興
施
設
の
整
備
構
想
に
係
る
住
民
説
明
会
の
開

催
状
況
等

・
農
村
部
自
治
会
説
明
会
（
11
自
治
会
）
95
名
参
加

・
市
街
地
自
治
会
懇
談
会
（
５
自
治
会
）
65
名
参
加

・
９
月
議
会
へ
基
本
設
計
委
託
料
を
計
上

職東中産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

地

　
　
　
業
農
村
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

・「
農
地
維
持
支
払
交
付
金
」
と
「
資
源
向
上
支
払
交
付
金
」

に
分
け
ら
れ
、
活
動
項
目
内
容
も
変
更

　
　
　
満
別
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
東
藻
琴
芝
桜
公

園
の
入
浴
料
金

・
大
人
料
金
が
4
2
0
円
か
ら
4
4
0
円
、
大
人
の
回
数
券

が
４
、
2
0
0
円
か
ら
４
、
4
0
0
円
に
改
定

　
　
　
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

・「
東
藻
琴
相
撲
場
」
建
設
に
伴
う
施
設
の
追
加

　
　
　
動
図
書
館
車
（
メ
ル
ヘ
ン
号
）
の
事
故

・
８
月
14
日
、
移
動
図
書
館
車
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
接
触
事
故

発
生
、
相
手
側
が
修
繕
費
全
額
負
担

　
　
以
上
の
ほ
か
、
全
７
項
目
を
審
議

　
第
10
回
〔
Ｈ
26
・
９
・
17
開
催
〕

　
　
　
川
災
害
復
旧
工
事

・
河
川
復
旧
工
事
費
の
補
正
予
算
を
追
加
議
案
で
提
出

　
　
　
望
意
見
書
の
取
扱
い

・「
東
藻
琴
地
域
振
興
施
設
に
つ
い
て
町
民
に
見
え
る
形
で

議
論
を
尽
く
す
よ
う
求
め
る
陳
情
」
ほ
か
３
件
を
審
議
、
４

件
と
も
不
採
択
と
し
た
。

農女体移河要

朝日ヶ丘公園パークゴルフ場にて、初となる町民交流パ
ークゴルフ大会が開かれました。

建設中の「東藻琴相撲場」を視察しました。現在は完成し、
将来有望な子どもたちが汗を流しています。
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住みやすいまち実現のため　議会でチェック
～総務厚生・産業建設文教
　両常任委員会で所管事務調査を実地～

正しく予算が使われたか　108億円の決算を審議
～決算審査特別委員会で審査～

平成２６年９月定例会

平成26年10月臨時会

町政を問う! 一般質問

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12

・・・P13
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11

・・・・・・・・・・・・・・・・・P18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P22

大 空 町 検 索

●東藻琴地区の地域振興施設調査設計委託料の補正など

●電力料金再値上げの撤回を求める要望意見書　など

議会広報モニターさんと意見交換
「町民の声」渡辺 晃義さ　　んより

3名の議員が登壇

平成26年（2014年）11月14日発行 34号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成26年９月 定例会

（10月19日  輝農祭 道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」）
有機農法で育てたカボチャ、おいしいよ！

特集

・土砂災害の対策は
・地域振興施設の今後の進め方はどうするか
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか１件
・農業・農村多面的機能支払交付金事業の取組みと
　効果は

～若者が元気で住みよい町づくりを～

ちょう みん こえ

TEL（0152）74－4300・FAX74－4343
大空町女満別昭和59番地

■北見方面公安委員会指定　■技能試験免除

大空町  めまんべつ
オホーツク自動車学校
●普通　●大型　●中型　●大特　●けん引

※お早めに申し込み下さい

●70歳以上（第１水曜日・第３水曜日）
●75歳以上（第１金曜日・第３金曜日）

◇高齢者講習

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

12月定例会は、

開かれる予定です。

12月16日(火)から
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　久しぶりに「議会だより」をちゃんと読んでみたら、ずいぶん見やすくな

っているんだな、と思いました。昔の白黒のイメージだったもので。議会の

動きについてはなかなか日頃から知る機会も少ないので、幅広く情報を載せてほしいと思います。合

わせてホームページも是非見やすくしてもらえると、スマホなどでも気軽にチェック出来ていいので

すが。

　収穫の秋を迎え、今年の作柄もまずまずのようです。大空町は若手農業者が比較的多く、意欲を持

って取り組んでいる人がたくさんいます。この町の基幹産業として、女満別と東藻琴の農業者が一体

となってＰＲするなどの取り組みのバックアップを進め、若者が元気で住みよい町づくりを考えてい

ってほしいと思います。

町 民 の 声
JAめまんべつ青年部長

渡辺　晃義 さん
（女満別大成）


